
（生
活
文
を
書
こ
う
） 

普
段
着
の
作
文
を
！ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
修
授
業
校 

★ 

保
護
者
の
皆
様
へ  

 

普
段
の
作
文
の
書
き
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
ん
な
場
合
に
有
効
で
す
。 

作
文
の
宿
題
を
書
く
と
き
。
子
ど
も
新
聞
や
雑
誌
や
新
聞
に
投
稿
す
る
と
き
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
さ
っ
と
書
け
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。 

ま
た
、
校
内
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
用
の
作
文
を
書
く
と
き
に
も
有
効
で
す
。 

保
護
者
の
皆
様
は
、「
第
二
の
補
習
校
の
先
生
」で
す
。
作
文
を
書
く
技
（コ
ツ
）
―
「
型
」を
子
ど
も
達
に
教
え
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
何
を
書
く
か
】 

 

子
ど
も
達
の
生
活
の
中
で
の
あ
る
で
き
ご
と
ー
「
見
た
こ
と
」
「
聞
い
た
こ
と
」
「
し
た
こ
と
」
を
書
く
。 

【
ど
の
よ
う
に
書
く
か
】 

・
あ
る
で
き
ご
と
を
書
く
。
理
解
し
た
こ
と
や
新
た
に
分
か
っ
た
こ
と
を
書
く
。
十
五
分
の
ド
ラ
マ
の
よ
う
に

書
く
。
場
面
を
切
り
取
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
性
（誰
が
、
ど
う
し
て
、
そ
う
な
っ
た
）
を
持
っ
て
書
く
。 

 

【
そ
の
た
め
に
】、
文
の
構
成
（組
み
立
て
）を
考
え
る
。 

 

①
題 

②
は
じ
め
→
会
話
「 

」や
音
や
様
子
の
描
写
か
ら
始
め
る
。
読
み
手
に
興
味
を
持
た
せ
る
効
果
が
あ
る
。 

③ 

中
→
具
体
的
な
例
を
二
つ
書
く
。
場
面
を
切
り
取
り
、
会
話
「 
」
を
少
な
く
と
も
、
四
～
五
個
入
れ
る
。
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
く
な

る
。
ス
ト
ー
リ
ー
性
も
出
る
。
ド
ラ
マ
の
よ
う
に
な
り
文
章
が
生
き
生
き
す
る
。 

④ 

ま
と
め
→
②
の
具
体
的
な
例
（事
実
）の
二
つ
に
共
通
す
る
こ
と
。
二
つ
に
対
す
る
気
持
ち
や
考
え
を
書
く
。 

⑤ 

結
び
→
今
後
、
ぼ
く
（私
は
）
ど
う
す
る
の
か
、
ど
う
し
た
い
か
を
書
く
。 

 【
わ
か
り
や
す
い
作
文
を
書
く
た
め
に
】→
読
解
指
導
（何
が
書
い
て
あ
る
か
読
み
取
る
）指
導
と
裏
表
の
関
係
で
す
。 

 

・長
い
文
で
は
な
く
、
短
い
文
を
書
い
て
寄
せ
集
め
る
。 

「
私
は
、
朝
五
時
に
起
き
て
歯
を
み
が
い
た
。
」
→
「
私
は
朝
五
時
に
起
き
た
。
」＋
「
歯
を
み
が
い
た
。
」 

 

・
一
つ
の
文
に
一
つ
の
内
容
を
書
く
。 

 

・主
語
と
述
語
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。
（
・・
・
は
～
だ
。
）
（○
○
も
×
×
だ
。
）（
△
△
が
□
□
だ
。
） 

 

・
句
点
を
は
っ
き
り
打
つ
。
句
点
で
意
味
が
変
わ
る
。  

 
 

 
 

「
黒
い
、
目
の
き
れ
い
な
女
の
子
が
遊
ん
で
い
た
。
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
黒
い
目
の
、
き
れ
い
な
女
の
子
が
遊
ん
で
い
た
。
」  

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

「
黒
い
目
の
き
れ
い
な
、
女
の
子
が
遊
ん
で
い
た
。
」 

 
 

【
書
く
量
】
（
普
通
原
稿
用
紙
一
枚
と
い
え
ば
四
百
字
詰
め
の
原
稿
用
紙
一
枚
の
こ
と
で
す
。
） 

 
 

原
稿
用
紙
一
枚
→
二
枚
（
低
学
年
）
→
原
稿
用
紙
三
枚
→
四
枚
（
中
学
年
）
→
原
稿
用
紙
四
枚
→
五
枚
（
高
学
年
・
中
等
部
） 

 

【
書
く
順
番
】 

特
に
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
次
の
よ
う
に
書
く
と
書
き
や
す
い
で
す
。 

１
，
中
を
書
く
。 

 
 
 

（
具
体
的
な
例
や
話
を
二
つ
書
く
） 

 

２
，
ま
と
め
を
書
く
。 

 

（
二
つ
の
話
に
対
す
る
気
持
ち
を
書
く
） 

３
，
結
び
を
書
く
。 

 
 

（
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
や
ど
う
し
た
い
か
を
書
く
） 

４
，
は
じ
め
を
書
く
。 

 

（
会
話
や
音
や
様
子
か
ら
書
く
） 

５
，
題
は
最
後
に
書
く
。 

（
題
を
最
後
に
書
く
と
い
う
作
家
も
多
い
そ
う
で
す
） 

【
上
達
の
コ
ツ
は
右
の
こ
と
を
参
考
に
書
い
て
み
る
こ
と
】 

畳
の
上
で
は
水
泳
の
練
習
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
海
や
川
や
プ
ー
ル
に
入
っ
て
泳
ぐ
中
で
こ
そ
上
達
す
る
の
で
す
。
作
文
も
同
じ
で
す
。 



次
の
例
を
参
考
に
し
て
、
生
活
文
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
（
原
稿
用
紙
一
枚
で
す
。
二
枚
書
く
な
ら
「
例
」
を
二
倍
に
し
ま
す
。
） 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

ぼ
く
の
父 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
年 

 
 

山
川 

勇
一 

 

 
 

ぼ
く
の
父
は
、
長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
を
し
て 

い
ま
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

き
の
う
、
大
阪
か
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
か
ま
ぼ
こ 

工
場
に
、
か
ま
ぼ
こ
の
原
料
の「
す
り
身
」
を
運
ん
だ
の 

で
す
。 

 
 

今
日
は
、
か
ま
ぼ
こ
工
場
で
で
き
た
か
ま
ぼ
こ
を
、 

大
阪
の
市
場
に
運
ん
で
行
き
ま
す
。 

 
 

大
阪
だ
け
で
な
く
、
青
森
や
石
川
、
島
根
な
ど
、 

い
ろ
い
ろ
な
所
へ
、
魚
や
く
だ
物
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
物 

を
運
ん
で
行
っ
た
り
、
運
ん
で
き
た
り
し
ま
す
。 

 
 

助
手
の
人
と
交
代
で
夜
中
も
休
ま
ず
走
り
ま
す
。 

だ
か
ら
疲
れ
て
帰
っ
て
来
ま
す
。
で
も
、
ぼ
く
と
弟
に 

は
、
必
ず
お
み
や
げ
を
買
っ
て
く
れ
ま
す
。 

 
 

ぼ
く
の
父
は
、
と
て
も
働
き
者
で
す
。
そ
し
て
、
優 

し
い
人
で
す
。 

 
 

ぼ
く
も
、
父
の
よ
う
に
、
大
き
く
な
っ
た
ら
働
き
者 

で
優
し
い
、
立
派
な
運
転
手
に
な
り
た
い
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 

 
 

【
文
章
構
成
】
（
文
章
の
組
み
立
て
）
を
説

明
し
ま
す
。
以
下
の
通
り
書
く
と
、
生
活
文
が

書
け
ま
す
。 

  

短
い
生
活
作
文
で
あ
れ
ば
、 

←
内
容
を
ず
ば
り
と
書
く
の
も
、
一
つ
の

方
法
で
す
。 

←
例
（事
実
）
は
二
つ
く
ら
い
に
し
ま
す
。 

例
（
事
実
）
そ
の
一
で
す
。 

    

こ
こ
に
会
話
を
（数
回
「 

」）
書
き
ま
す
。 

 
す
る
と
、
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。 

    

←
例
（
事
実
）
そ
の
二
で
す
。 

      

こ
こ
に
も
会
話
を
（数
回
「 

」
）書
き
ま
す
。 

 

す
る
と
、
場
面
が
生
き
生
き
と
描
写
さ
れ 

 

ま
す
。 

   

←
二
つ
の
例
（
事
実
）
を
ま
と
め
て
自
分
の
考
え

や
意
見
を
書
き
ま
す
。 

  

←
二
つ
の
例
（
事
実
）
か
ら
自
分
は
ど
う
す
る
の

か
を
書
い
て
終
わ
り
ま
す
。  


